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はじめに 

大量破壊兵器（WMD）やそれに関連する物資の拡散は、現代の国際社会において最も

深刻な安全保障上の課題として認識されている。 

大量破壊兵器拡散の態様には、有形の大量破壊兵器関連の資機材や物質の移転と、技術

やノウハウといった無形の知識の移転がある。後者の無形の知識の流出の重要性と規制の

困難さについては言を俟たないが、資機材や関連物質の不法な移転についても、様々な国

内および国際的な規制の枠組みの存在にもかかわらず、それを阻止することは容易ではな

い。 

現在大量破壊兵器の拡散を防止するための国際的構造、すなわち不拡散政策のアーキテ

クチャーは、下図のようになっている。 

 

図：大量破壊兵器、ミサイル及び通常兵器（関連物質などを含む）の軍縮・不拡散体制の 

  概要 

 

資料：外交青書 2011年版 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/bluebook/2011/html/chapter3/chapter3_01_03.html#zu02 



第４章 PSI と海洋安全保障：緩やかなガバナンスの中のエンフォースメント 

 －50－

近年の大量破壊兵器の拡散防止をめぐる潮流としては、大量破壊兵器の拡散を防止する

うえで、法執行の重要性がとくに高まっていることが指摘されよう。国内においては大量

破壊兵器の製造に関連するような機微な物資の輸出管理強化があげられる。たとえば、国

連安保理決議 1540 の下では、非国家主体による拡散活動を非合法化し、それらを処罰する

法制の導入が国連加盟各国に求められている。また、原子力供給国グループ（NSG）では、

最近ガイドラインを改正し、受領国の不拡散要件をより厳格化した。 

他方で、このような法執行の強化に対する反発も国際社会には存在する。たとえば、ア

メリカや欧州、日本などが主導する規制強化の動きに対して、経済成長の優先化や国家主

権を強く主張し反対する中国や途上国のグループである。後述するが経済成長著しいアジ

ア諸国の中のいくつかから、多国間の不拡散政策枠組みへのコミットメントが得られない

とすれば、グローバルな不拡散体制の中でループホールが存在することになる。また、実

際に不拡散へのコミットメントや取り締まりの意欲はあったとしても執行機関の能力不足

や輸出企業による虚偽の申告等により輸出管理をすり抜ける可能性もある。このように、

水際までの法執行が様々な理由で脆弱である場合、そこに「拡散の窓」が存在することに

なる。この「拡散の窓」から出た機微物質等が受領側にわたるのを阻止する一つの可能性

として、拡散物資が洋上を移動中に差し押さえる、すなわち洋上でのエンフォースメント

が考えられよう。重層的な取り組みの中で、できるだけループホールを埋めていく必要が

あるのである。 

拡散に対する安全保障構想（PSI）は、このような考え方の下で米国によって打ち出され

た新たな不拡散政策における多国間協調のためのイニシアティブである。米国のブッシュ

大統領（George W. Bush、当時）は、2003 年 5 月 31 日、ポーランドのクラコフ市で演説

を行い、そこで拡散を阻止するための新たな取り組みとして、「拡散に対する安全保障構想」

（PSI: Proliferation Security Initiative）を発表した1。これは、国際社会の平和と安定に対す

る脅威である大量破壊兵器・ミサイル及びそれらの関連物資の拡散を阻止するために、国

際法・各国国内法の範囲内で、参加国が共同してとりうる移転（transfer）及び輸送（transport）

の阻止のための措置を検討・実践することを目指したものであった。ブッシュ大統領は演

説で、日本を含む 10 か国2に参加を呼びかけた。この PSI は、前年 12月に発表された「大

量破壊兵器と闘う国家戦略」3で打ち出されている、1）拡散対抗、2）不拡散、3）大量破

壊兵器使用の結果への対処、の 3 つを総合した包括的アプローチの中でも、「拡散対抗

（counter-proliferation）」の中の「阻止（interdiction）」の項を精緻化したものと言える。 
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１．PSI出現の構造的背景 

ブッシュ政権時代の不拡散政策は、NPT といった既存の多国間の枠組みに対しては冷淡

な姿勢を見せていた。それは、既存の多国間枠組みが基本的にコンセンサスによる合意の

形成に基づき、また、非同盟諸国（NAM）が数的な優位を誇るがゆえに、不拡散分野にお

いては実効的な強化が困難であるという背景があった4。 

その一方でブッシュ政権以来アメリカが取り組みに力を入れてきた政策装置も、ある種

の「多国間」の枠組みである。しかしそれは、有志連合的な多国間協調による不拡散政策

の実施・強制の枠組み作りであり、国際条約や協定のような法的拘束力を持つものではな

い。 

そもそも、紳士協定である NSG やワッセナー・アレンジメントのように、WMD 不拡散

の国際レジームにおいて「有志連合的」な政策枠組みは、普遍的な NPT-IAEA を中心とす

る多国間レジームを補完する政策装置として重視されてきた。 

ブッシュ政権時の国務省高官によるスピーチの中にこのような考え方を見ることがで

きる。ブッシュ政権の国務省核不拡散担当次官補代理のセメル（Andrew K. Semmel）は、

NPT を核不拡散レジームの基礎（cornerstone）と位置付け、その遵守は重要な不拡散の規

範となると述べる。しかし、その一方では「180以上の国から構成される NPT がコンセン

サスで合意できないことは驚きではない」と冷めた見方を示している。そして、NPT とい

うフォーラムの役割を、NPT への支持が表明されること、すなわち核不拡散規範の普遍的

支持と、真の問題について真剣に議論すること、すなわち意思決定よりもアジェンダ・セッ

ティングが重要であると、NPT の限界と機能を定義している5。このような考え方は、現在

のオバマ政権においてもほぼ踏襲されていると見てよいであろう。それは、2010 年の NPT

運用検討会議における米国の対処方針にも表れている（ただし、見解の異なる部分につい

ては非妥協的な姿勢を貫き、合意が成立しないことも厭わなかったブッシュ政権とは異な

り、オバマ大統領（Barack Obama）の政権は、合意成立への意欲を見せて妥協はするが、

それらの妥協が米国政府の姿勢の転換を意味するわけではなかった）。また、核セキュリ

ティ・サミットは、核不拡散という政策分野とは異なるが、有力国・有志国を選択的に招

待して、核テロの脅威に対する対処の強化の必要性に関する共通の認識の確立（もしくは

少なくとも米国の政策的意図の浸透）を目指しているという意味では、同じようなアプロー

チに分類されてもよいであろう。 

裏を返せば、従来の NPT および IAEA を中心とした核不拡散レジームの最大の問題は、

実際に起きている不遵守の事案に対する対処能力のなさであり、米国にとって重要な、執
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行（もしくは強制）の強化への直接の貢献は必ずしも大きくないとの判断があるというこ

とであろう。 

従来の普遍性を重視した多国間枠組みに対して、多国間での協力を打ち出しながらも異

なる概念のものとで多国間協力を実現しようとする考え方がある。「効果的多国間主義」

である。「効果的多国間主義」とは、「直面する真の問題に対し、現実主義的、かつ断固

とした態度で我 （々米国：筆者注）の国際的パートナーと結束して対峙すること」である6。

そしてこの「効果的多国間主義」は、「革新的な新しいアプローチ」と組み合わさって「重

層的防衛（layered defense）を構成する7。「効果的多国間主義」の要素には、まず、既存

の不拡散体制の中核を構成する IAEA の保障措置の強化（追加議定書の導入とその普遍化）

に加え、国連安保理による不遵守問題への対処、すなわち制裁決議等による強制の向上が

ある。他方で「革新的な新しいアプローチ」である新たな有志連合的な制度の創設では、

2002 年カナナスキス・サミットで形成された、大量破壊兵器の拡散に対する G8 グローバ

ル・パートナーシップ（G8GP、対ロ非核化支援の枠組み）、2003 年 5 月に打ち出された

PSI
8、2004 年 2月の国防大学におけるブッシュ大統領の演説における核燃料サイクルに係

る機微な資機材の輸出のモラトリアムを含む七項目提案9、非国家主体が大量破壊兵器の保

有・製造や関連物資の移転等にかかわることを各国の国内法において違法化することを定

めた 2004 年 4月の安保理決議 1540
10などである。検証・遵守の重視はすなわち制度や政策

において実効性がきわめて重要な価値判断基準となることを示している11。 

さらに、もう一つの特徴としては、国連安保理決議の活用があろう。新しい制度作りに

よる対処は、常に、進行中の危機への対処を置き去りにしかねないという問題を内包する。

事実、現在も北朝鮮やイランの核問題は、多国間の不拡散レジームのメカニズムではなく、

それぞれ、六者協議や、P5+1（あるいは EU3+3）といった、個別の交渉枠組みにおいて問

題解決が模索され、さらに、そのような外交努力が国連安全保障理事会の決議による制裁

（強制）によって補完されている。また、安保理決議 1540 は、PSI の実施に対して法的な

根拠を与え、正当性の獲得に貢献した。 

 しかしこれは、単なる正当性付与のための手続きとしての多国間主義ではない。むしろ、

実効性を担保するために多国間主義を活用するという多国間枠組みへの外交的アプローチ

は、ラギー（John G. Ruggie）の指摘する「手段的多国間主義（instrumental multilateralism）」

であり12、また、批判的な見方をすれば、自らの政策志向や利益にとって都合のいい部分

だけを、多国間枠組み全体にかかる広範な権利義務関係の中から取り出し、選択的・恣意

的に必要な多国間取極めを活用する、「ア・ラ・カルト多国間主義（ “a la carte” 

multilateralism）」と見ることもできる。 
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なお、有志連合と同盟の大きな差異は、メンバーシップが固定されているかどうかとい

う点と、対処すべき課題が特定されているかどうかである。ラムズフェルド国防長官

（Donald H. Rumsfeld、当時）が述べたように、「任務が有志連合を決めるのであり、有志

連合が任務を決定するわけではない」13。PSI のプロセスでは、任務（mandate）を設定し、

「実効性」を基準として、その有用性と実効性については妥協することなしに普遍性を追

求するプロセスを採用する。このプロセスがうまくいけば、より効果的な制度・レジーム

の構築の手法と評価することができる。 

ただ、実は PSI においても、強制を重視する姿勢を示しつ、不拡散規範の新たな基盤の

創設を企図しているという側面がより強いと見るべきであろう。PSI は、核の闇市場や、

既存の不拡散体制のギャップを埋め、拡散を阻止するために政治的意思、協力、法的枠組

みを強化するために創設されたのであって14、その実施については、参加各国それぞれや

参加国間の協力にゆだねられている。しかも、これまで PSI によって拡散が阻止された実

績について、後述するように米国政府からはそれほど多くの報告がなされていないし、内

容も具体性がない15。PSI に賛同する国は 90 か国以上にも上るが、実際に会合や訓練に参

加している国は、それよりもはるかに少ない。そして、このような活動に参加しない国に

対しても、働きかけ（アウトリーチ）はしてもそれを強制するような姿勢は示していない。 

これらは、PSI の実効性よりもむしろ「拡散阻止」の規範の定着、あるいは国際社会へ

の「実効性」重視型の不拡散規範の浸透という政治的な効果のほうが核不拡散秩序構築へ

の貢献という意味ではインパクトが大きいのではないだろうか。 

 

２．ソ・サン号事件と PSIをめぐる論点 

大量破壊兵器に係る不法な物資を、それらを積載した船舶に対して差し押さえを実施す

る事態において、その困難さは、次の 3点に集約されるであろう。第一に、海洋における

管轄権を含む法的根拠の問題である。法執行の管轄権をどのように定めるのか、取り締ま

りの法的根拠をどこに求めるのか、既存の海洋秩序（もしくはガバナンス）が依拠する法

体系の中で、大量破壊兵器拡散という問題が必ずしも的確に位置付けられているとは言え

ない状況が存在する。第二に、実際に法制度が整備されたとして、具体的にどのような形

でそうした政策執行の実効性を確保していくのか。さらに、この点に密接に関連するが、

第三として不法な物資を積載した船舶を差し押さえるというオペレーションでは、多国間

の協力が必要とされる場面が想定されるが、その場合、インテリジェンス分野も含めた国

際協力をどのように構築していくのかが課題となろう。上述のようなループホールの存在

を少なくしていくためのメンバーシップの拡大を、実効性を伴わない形で行っていかなけ
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ればならない。 

PSI は、これらの課題を解決し、不拡散分野における実効性の向上を目指す一つのプラッ

トフォームとして見ることができる。すなわち、エンフォースメントを通じた規範をまず

は有志国の間で形成し、そして規範のさらなる強化（協力体制の普遍化）を通じたエン

フォースメントの習慣の普遍化を目指していく、そしてその中で海洋における不拡散とい

うイシュー領域におけるガバナンスが緩やかな形で形成されていくのである。 

 以上のような問題意識は、PSI設立の過程においてそのきっかけの一つとなった、「ソ・

サン号事件」の経緯から明らかにされよう。そして PSI設立時の海上阻止活動（拡散防止）

をめぐる国際法、国際規範上の制約は、現在に至るまでほぼ変化しておらず、制度的な改

革を通じた政策の変更ではなく、むしろ政治的な行動による規範の変更を通じた政策基盤

（国際法の解釈や将来の国際法の事実上の改正）の変更が PSI を通じて図られていること

が見て取れる。 

PSI の設立経緯は、やや性急な印象がある。まず、2003 年 5月末のブッシュ大統領のク

ラコフ演説においてはその概念と骨格が示されただけであり、その後実務者の会合を経て

内容が詰められたのちに、パリでの「阻止原則」採択につながっている。上述のように、

このような考え方は、2002 年 12月 11 日にブッシュ大統領が大量破壊兵器の拡散を防止す

るための包括的アプローチを示した、『大量破壊兵器と戦う国家戦略』に示されている。こ

の戦略の中で拡散対抗の措置として最初に言及されているのが、阻止活動である。戦略は

次のように述べる。「効果的な阻止活動は、大量破壊兵器やその運搬手段と闘うアメリカの

戦略における重要な一部である。我々は、大量破壊兵器関連物資の移動を防ぐために、軍

事、インテリジェンス、技術、および法執行それぞれのコミュニティの能力を向上させな

ければならない16。」 

その一方で、この戦略を発表するタイミングと同時並行で発生した、イエメンへミサイ

ルを運搬していた北朝鮮のソ・サン号を臨検し、ミサイルなどを船倉から発見しながらも

法的な限界によってこれらのミサイルを差し押さえることに失敗したという事案も、PSI

の発足を急がせた一つの要因であると見ることもできよう17。 

ソ・サン号事件は、2002 年 11月から 12月にかけて起こった。ソ・サン号は、カンボジ

アに船籍を置く北朝鮮の貨物船で、積み荷はセメントと申告されていた。しかし、アメリ

カの情報関係者は大量破壊兵器関連の物資が不法に積載されていると考えていた。そこで

アメリカは、アフリカの角地域において海上の安全保障に係る活動を実施するために創設

された「合同タスクフォース 150」によってその貨物船を停船させることにした。12 月 9

日、イエメンの沖合 1000 キロのところでスペイン海軍の艦船がソ・サン号を発見した。ソ・
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サン号と無線連絡を行ったが、ソ・サン号は国際法上の義務である fly its flag をしなかっ

た。そこで、スペイン海軍の艦船はソ・サン号に停船を命じたが、ソ・サン号はその停船

命令に応じなかった。それに対してスペイン海軍の艦船 1隻がサンドの警告射撃を行った

が、それでもソ・サン号はスペイン海軍の狙撃手がマストのケーブルを切断し、ヘリコプ

ターによって 7人の海兵隊員をソ・サン号のデッキに乗船させるまで停戦しなかった。ス

ペインの海兵隊員は北朝鮮人乗員を拘束した。船倉には、申告された積荷であるセメント

の袋があったが、その下に、15基のスカッド B ミサイルと、15基の通常兵器弾頭、ロケッ

ト燃料が入った容器 23個、中身不明の化学物質 85樽が発見された。スペイン海兵隊はア

メリカ海軍の艦船「ナッソー」に無線連絡をし、ナッソーから派遣された爆発物専門家は、

ただちにこれらの積み荷を差し押さえた18。 

 しかし、当初成功したように見えたこの差し押さえは、国際法的な壁に直面することに

なる。当初、ワシントンのイエメン大使館は、指摘されるような取引を北朝鮮と行ってい

ないとの声明を出していた。しかしながら、差し押さえが公になると、イエメン政府はこ

の声明を覆し、スカッドなどはイエメン政府が米国政府に対して 2001 年に北朝鮮からミサ

イルを調達するのをやめるとの約束を行った以前に発注されたもので、イエメン政府の所

有物であると述べ、米国などによる差し押さえに強く抗議した。 

 米、イエメン両政府のやり取りの結果、米国政府は、イエメン政府との間での北朝鮮と

の取引を行わない確約と引き換えに、すべての貨物をイエメンに引き渡した。この一連の

やり取りの中で明らかになったのは、海上阻止活動を実施するうえでの国際法上の限界で

あった。拡散活動の阻止を実効的に確保するという観点からこの限界をどのように補完す

べきかという点について米国は、国家間の協調体制を構築し、法執行における協力を通じ

て新たな国際規範の形成により、既存の国際法の公式な変更ではなく規範の変更によって

する、という選択をしたのである。それが PSI の思想的背景を構成する。ただし、後述の

ように、このような政治的なイニシアティブであったとしても、法的な根拠（そして必要

とあらば既存の国際法の改正）の存在がより強固な政策基盤を提供するが、他方でこうし

た法的拘束力の強化は、同時に米国の行動の柔軟性を縛るものとなる可能性をも秘めてい

るため、国内、特に議会での賛同を得ることが困難な場合も生じる。 

 

３．PSIの主たる活動と実績 

PSI というのは、何ら具体的な協定を持たず、各国それぞれが「阻止原則」に基づいて

単独または共同で大量破壊兵器拡散阻止のための行動をすることを想定している。その中

で、PSI の下で行われる大量破壊兵器等の拡散阻止活動においては、複数の国による連携
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が鍵となることから、参加国・協力国の範囲を拡大し、拡散阻止のための網の目を細かく

するために行われている活動としては、大まかに言って 1）拡散阻止のための共同訓練、2）

参加国拡大のためのアウトリーチ、3）各種会合を通じた活動内容の精査（レビュー）、な

どがある。 

より具体的には、各国のとるべき行動には次のようなものがある。 

� 公式に PSI と「阻止原則」にコミットし、PSI 活動を支援するためにあらゆる手段

を取る意思表示を行う 

� 現在の法執行機関が海上、上空及び陸上において実施する阻止活動に関するレ

ビューを実施し、それらの活動に関する情報を提供する、また、必要であれば法執

行機関の強化の意思表示を行う 

� （情報共有や軍および法執行能力など）PSI の実施に貢献するであろう国家のア

セット（能力）を特定する 

� PSI の阻止活動に関する要請やそのほかの活動に関するコンタクト・ポイントを設

け、PSI 活動に対応するための政府内の適切な手続きを定める 

� PSI の阻止活動の訓練や実際の活動に積極的に参加する意思を持つ 

� （ship boarding agreement など）関連協定への署名や、PSI 活動への協力の基盤（た

とえば、上空通過拒否に関する覚書など）の確立への意思を持つこと19
 

 

しかし、こうした活動内容については課題も指摘されよう。たとえば共同訓練の実施に

おいては、アジアを含め北米以外での活動実績が少ないことでアメリカ以外の地域での阻

止活動における国際協力の実効性が問われる。また、アウトリーチについても、中国や近

年特に重要性を増しているインド洋において阻止活動を実施するために協力が不可欠なイ

ンドなど、独自の主張を持つ重要国をどのように参加させていくかは通常のアウトリーチ

活動や外交的なデマルシェだけでは、不十分である。また、活動内容の精査（レビュー）

の点では、具体的にどのようにして各国間のベスト・プラクティスを共有していくか、と

いう課題があげられる。 

それでは、実際に PSI の活動を通じてどのような拡散阻止の実績が上がっているのだろ

うか。基本的には、実際の阻止活動は機微情報をベースにして実行されることなどから、

具体的な事例に関して公開されている情報は必ずしも多くない。以下、米国政府関係者が

PSI の成果およびそれらの評価について言及しているものを例示する。 

� 2005 年 5月、ライス国務長官（当時）が、2004 年 4月からの 1 年間で、11 件の阻

止の事例があったと報告 
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� ロバート・ジョセフ軍備管理国際安全保障担当国務次官が、2005 年から 2006 年の

間に、PSI によって 30 件の WMD 関連物資や資機材移転の阻止があったと主張 

� 2009 年、トニー・フォリー国際安全保障・不拡散副長官補代理代行が、PSI メンバー

は、イランの重水炉計画関連の輸送、北朝鮮から中東へのスカッドミサイルの移転、

北朝鮮からシリアに向けた弾道ミサイルを運搬しているとみられる航空機の通過

の拒否などがあったと言及。 

� 元の米国政府関係者が 2003 年から 2009 年 4月までの間に、約 50 件の interdiction

を実施したと証言 

 

このように、PSI の実績についていくつかの事例があげられる。さらに、国連安保理決

議の履行を支援する機能についても言及すべきであろう。国連安保理決議 1874 は、大量破

壊兵器やその他の武器の北朝鮮からの輸出入を洋上で差し押さえるための手続きを定める

が、実際にこうした差し押さえにあたっては PSI の枠組みが、国際的な協力に対して（完

全ではないにしても）実効性を担保する一助となると言えるであろう20。そうであるなら

ば、PSI の活動を正当化する根拠として安保理決議 1874 を理解することができるのと同時

に、安保理決議 1874 の決議内容を国際社会が実行していくためのプラットフォームとして

PSI をとらえることが可能であり、その意味では国連安保理決議と有志国の集まりである

PSI の両者の間には、規範の醸成とそれぞれの決定における実効性の担保を相互に高めて

いくという関係性が見られるのである。 

他方で、PSI の有効性、信頼性については必ずしもポジティブな評価ばかりではない。

PSI の信頼性にとって最大のダメージとしては、北朝鮮の大量破壊兵器関連物資に関する

貿易活動を効果的に抑止できなかった点であることも留意しなければならない。北朝鮮が

シリアに対し、10 年以上にわたって核開発関連の協力を実施し、2007 年 9月にイスラエル

によって爆撃された、キバールにある核施設と見られる施設の建設に関与したことが強く

疑われている21。米 CIA は、2006 年に北朝鮮の核関連施設の関係者とシリア政府との間で

行われた北朝鮮からシリアのアル・キバール向けと見られる貨物輸送が行われたことを認

めている22。こうした北朝鮮からの貨物輸送はそう頻繁に行われているわけではないが、

情報をつかんでおきながらこの輸送を阻止できなかったことは、PSI の限界を示唆すると

も言えよう。 

このような失敗例などを考えると、あらゆる大量破壊兵器関連物資の移転の阻止に対し

て PSI が絶対的に有効な手段であるとは言い切ることは困難であろう。むしろ PSI の活動

は、輸出管理のような他の不拡散の手段との間で補完的に機能することに加えて、国際社
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会全体（すなわち、PSI に参加する国だけでなく、参加していない国に対しても）大量破

壊兵器の拡散防止という政策アジェンダの優先順位を高める効果を持ったことが重要であ

ると言えるかもしれない。そして PSI の参加国を増やしていくことにより、不拡散におい

て国際協力が一種、各国に求められる標準的行動となったことも重要である。このような

国際協力の促進が PSI の活動を通じて実現したことに加えて、この移転・輸送の阻止にお

いては不可欠となる、国内でも多省庁間の協力体制の確立が促進されたことも、PSI の効

用として見てもよい。たとえば、豪州政府の関係者は、外国のカウンターバートとの関係

を構築するだけでなく、不拡散分野における国内の省庁間協力の促進に不可欠であったと

証言する23。また、PSI の存在によって、実際に拡散活動に対しより迅速に対処策を取るよ

うになったという24。 

 また、こうした「プラクティス」、もしくは習慣の積み重ねは、海洋における管轄権の行

使の対象や方法における新たな規範の構成につながる。 

 

４．普遍化をめぐる問題：特に中国の立場を中心に 

現在、PSI参加国は、当初からのコアメンバー11 か国を含め、95 か国を数える。これは、

国連加盟国数の半数近くに達する。それらの地域ごとの参加国数は以下のとおりである。 

• 欧州（ロシアを含む）—48 

• 西半球—10 

• 北アフリカを含む中東から南アジア—15 

• 中央アジア—5 

• 東アジア・太平洋—14 

• サブサハラ・アフリカ—3 

 

これらの数字からは、サブサハラ・アフリカにおける参加国数の数が極めて少ないこと

が見て取れるが、アジア・太平洋においても、非参加国の問題は深刻である。とりわけ、

この地域においては、中国、タイ、マレーシア、インド、パキスタンという比較的に貿易

活動が活発な新興経済国が不参加である点は重要である。アジアにおいては、68％の貨物

が、非 PSI参加国を通過しているとされる。このような貿易における有力国が未参加であ

ることで、PSI の実効性が低下することが懸念される。また、他の地域においても、ブラ

ジル、エジプト、南アフリカといった地域有力国が未参加である。 

他方で、193 という国連加盟国数に比して、その半数近くが PSI に賛同しているという

事実は、PSI の原則の国際規範として意義を高め、国際慣習法の確立に向けたステップと



第４章 PSI と海洋安全保障：緩やかなガバナンスの中のエンフォースメント 

 －59－

なるであろう。また、途上国の中でも多くの国が PSI 原則に賛意を示していることは、技

術の「持てる国」と「持たざる国」の間の対立という構図に対する有力な反論を提供する。

また、PSI に参加していない有力国の間でも、それが PSI の原則そのものに反対するもの

ばかりではなく、不拡散の重要性、PSI の原則には賛意を示す国もある。このような姿勢

は、たとえば、2008 年の PSI5周年記念のアウトリーチ・プログラムには、中国、インド、

パキスタンを含む非参加国 21 カ国が参加している25。 

中国が PSI に参加していないことは、3 つの観点から PSI にとって大きなダメージとなっ

ている。第一に、中国は世界でも最大の貿易国の一つであり、当然ながら汎用品について

も多くの輸出入がある。北朝鮮にも近接しており、多くの船舶が両国を行き来したり、あ

るいは北朝鮮の船舶が中国の港に寄港して第三国に向かうなどの活動が確認されている。

第二に、国連安保理の常任理事国として、核拡散に関連するものを含め決議採択において

カギを握っている。国際規範の定着における安保理決議の意義をかんがみれば、中国の安

保理における動向は、不拡散をめぐる規範や行動の国際標準の形成において重要な要因と

なろう。第三に、自身も核兵器を保有し、国際安全保障の重要なプレーヤーとして、国際

秩序における自らの行動の自由をより確保しようとするために主体的に行動している。た

とえば原子力供給国グループ（NSG）の核関連の機微技術の輸出のガイドラインに関し、

本来であれば適用の対象となるはずのパキスタンに対して、NSG 加盟前の包括的な協力協

定を持ち出して、自らの対パキスタン原子力協力を正当化するといったように、国際ルー

ルの恣意的な解釈などもそうした行動の自由には含まれよう。言うまでもなく、このよう

な行動は、国際秩序の形成にとって極めて重大な影響を持つ。 

ただし、中国は、大量破壊兵器の拡散阻止そのものには反対しておらず、原則として阻

止行動は支持していると見られている。たとえば、中国はいくつかの事案でアメリカと背

後で協力している。また、北朝鮮への制裁を強化し、拡散活動を防止するために阻止活動

もしくは臨検を容認する国連安保理決議 1874 を支持したことを見れば、北朝鮮からの大量

破壊兵器の拡散を容認しているわけではないことがわかる。 

そう見ると、中国が PSI に反対しているのは、こうしたアメリカによる不拡散秩序（規

範）形成に対する異議申し立てという理由ではなく、別のところに理由があるとも考えら

れる。考えられる理由は、北朝鮮を過度に刺激し、暴発しないようにしている、というも

のである。韓国が長い間 PSI に参加してこなかったのは北朝鮮が韓国に対して PSI に入ら

ないよう強く警告をしてきたこともあり、北朝鮮を刺激したくない、という理由によるも

のであった（ただし、2009 年の第二回核実験によって韓国も PSI に参加することを決断し

た）。中国の場合、北朝鮮にとってみれば寄港地でもあり、また両国間の間には安保理の制
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裁にもかかわらず汎用品を含む様々な物資の取引があるとされており、北朝鮮にとっては

中国との関係は死活的なものとなっていると考えられる。その中で中国がアメリカの主導

する PSI への参加に舵を切ることになれば、北朝鮮はますます追い詰められ中国への反発

から暴発、ひいては崩壊を招きかねない。中国にとってみれば北朝鮮の崩壊は、その後の

北東アジアの安全保障秩序のあり方（統一朝鮮の動向、在韓米軍の動向などを含む）に重

大な影響を及ぼすものであり、このような事態に対する展望が開けない限りは、北朝鮮の

拡散活動に対する懸念を抱えながらも、強硬に反対する（少なくとも表だって中朝関係を

悪化させる）ことはしないであろうと考えられる。 

ただ、対イラン問題などにおいて独自の立場を維持する姿勢を見れば、中国が全面的に

米国主導による国際秩序の中で「恭順」」を示すと考えるのは楽観的であると言わざるを得

ない。中国がどのように振る舞うのかは、今後中国とアメリカのパワー・バランスがどう

なるか、とりわけ、米国が引き続き秩序を形成し維持するうえで、ハード及びソフトの両

面、もしくはいずれかにおいて、優位を維持していくことができるかどうか、その点を中

国がどう見ていくかにもかかわってくるであろう。 

 

５．PSIの基盤強化に向けての課題 

 次に、機能強化という観点から PSI の法的基盤をめぐって今後の課題となるポイントを

いくつか議論したい26。PSI は、基本的に既存の国内法及び国際法をより積極的に活用する

こと、および既存の国際法にその活動の法的正当性を求めている。ここでは、2005 年海洋

航行不法行為防止条約（SUA 条約）改正（米上院では 2008 年 9 月に批准）、国連海洋法

条約（UNCLOS）の条文の解釈及び適用、さらには米国の同条約批准問題を取り上げ議論

する。 

SUA 条約は、テロ防止関連 12 条約の一つで、船舶の不法奪取や破壊等の海洋航行の安

全に対する不法な行為を取り締まるために、そのような行為の犯人または容疑者が刑事手

続きを免れることがないように、締約国に対して裁判権を設定し、また、犯人または容疑

者を関係国に引き渡すか、訴追のため事件を自国の当局に付託するかのいずれかを義務付

けている27。2005 年の改正では、大量破壊兵器の不法な輸送行為を犯罪化するとともに，

海上でテロ行為を行った犯人に対する裁判実施を確保するための改正（事後的措置に拡散

活動やテロ活動の阻止目的を加えるため）が行われた。 

これは、大量破壊兵器拡散活動に関与した犯人または容疑者が刑事手続を免れることの

ないよう、締約国に対し、裁判権を設定すること及びこのような行為を引渡犯罪とするこ

とを義務付けたうえで、犯人または容疑者を関係国に引き渡すか、訴追のため事件を自国
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の当局に付託するかのいずれかを行うことを義務付けるものであった。また、1988 年 SUA

条約は、犯罪の事後処罰を主として規定しており、犯罪の予防・防止に係る規定は存在し

ていなかった。2005 年の大量破壊兵器拡散に関連した改正でも、主たる点はそうした従来

のスキームの中に大量破壊兵器拡散を追加することであったが、それに加えていくつかの

予防的（犯罪防止）措置についても言及されている。旗国の排他的管轄権の原則に大きな

変更を迫るものではないが，締約国の執行係官が他の締約国の船籍をもつ船舶にテロ行為

（若しくは大量破壊兵器拡散）の嫌疑がある場合，旗国である締約国の同意のもとで，当

該船舶に乗船することを可能にした。しかし、この改正はあくまで旗国の排他的管轄権の

原則に大きな変更を加えるものではないことに留意すべきであり、また、事前同意なしの

乗船などより踏み込んだ措置の導入には中国等の反対があり、実現しなかった。現状にお

いては、旗国の同意なしに公海上において他国船籍の船に対して差し押さえを執行するこ

とができるように条約を改正することは不可能であろう。 

また、国連海洋法条約をめぐる政治環境も SUA条約と同様であろう。国連海洋法条約第

110 条を、大量破壊兵器拡散を海賊行為と同様の国際犯罪とし、旗国の同意なしに公海上

で乗船、法執行を行うことを許可するように修正することは、政治的には極めて困難であ

ると言わざるを得ない。 

 その一方で、各国は、国連海洋法条約第 110条ではなく、第 19条の無害通航権の意味の

解釈において、核関連の密輸品を運搬することは、第 1項の「沿岸国の平和、秩序又は安

全を害しない限り、無害とされる」に抵触するという解釈の主張もある28。ただし、おそ

らく現行の解釈から見れば、これは行き過ぎの感もある。 

現状においては、大量破壊兵器拡散活動を、公海上での臨検・逮捕を正当とするような

国際犯罪を構成するものとする法改正を実現することは困難であると言える。国連海洋法

条約第 27条は、各国の国内管轄権の行使について、法執行を自制することを促すかのよう

に読むことができるが、他方で別の読み方をすれば、管轄権の行使を禁止しているわけで

はない。 

たとえば次のような解釈も成り立つ。すなわち、国連海洋法条約第 27 条の「……すべ

きでない……」という文言は、必ずしも国家による国内管轄権の行使を完全に禁止するも

のではない。どちらかと言えば、それは自制を促す文言と理解することも可能である。国

家は、刑事管轄権を領海内で行使しないのは、国連海洋法によって禁じられているからで

はなく、むしろ相互主義的に自国の船籍の船に対して管轄権を行使されないことを期待し

て行使しないからである、と考えることも可能である。であるならば、安保理決議 1540

のように、安保理決議等によって法的な義務を課すというより明示的な規範の導入によっ
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て、大量破壊兵器拡散を防止する目的での海上での法執行は促進されうる。 

国連海洋法条約の改正が困難であり、条文解釈においても大量破壊兵器関連資機材の輸

送を明確に違法とするような解釈が十分に国際社会の合意が得られていない中では、参加

国に、不法な大量破壊兵器関連資機材の輸送を阻止する活動（臨検や差し押さえ）が正当

な法執行として慣習法化させるための努力が必要であろう。領海において拡散阻止のため

の法執行を視野に入れて行動するようになれば、「法執行の自制」ではなく、「管轄権の行

使が可能である」に力点が置かれた解釈が定着していくことになろう29。 

また、国連海洋法条約をめぐっては、米国政府が同条約を批准していないことによる PSI

への影響もある。ヒラリー・クリントン国務長官（Hillary R. Clinton）は、confirmation の

公聴会において、国連海洋法条約への批准は、政権の優先課題の一つであると述べている。

国防総省も、2007 年に上院に対して統合参謀本部議長が書簡を送り、その中で統合参謀本

部は、国連海洋法条約が「わが軍のグローバルなモビリティに不可欠な、航行と通過の権

利および公海での自由を成文化する」と述べ、また、同条約が PSI の努力を支える基盤と

なっている、とした30。 

また、2008年 4月の上院軍事委員会においてウォルシュ海軍作戦部次長（Patrick M. Walsh, 

当時）は、海洋法条約に加盟していないことが、永続的な海洋安全保障のパートナーシッ

プ構築の制約要因となっているとし、またそれによって PSI への加盟を他国に促す際の妨

げとなっているとの認識を示した31。 

 

おわりに 

 PSI の執行を通じた政治的な協調体制は、現行の国際法体系の限界の中で、大量破壊兵

器の拡散を防止するための阻止活動をめぐる国際規範の確立を目指すものであるが、引き

続きそうした規範を国際法の「解釈」として定着させる、そして将来的には法改正を実現

するところまで目指すには、PSI の原則へのより普遍的な同調を得る必要がある。ただし、

PSI に同調しない国には、国家主権への制限につながりかねない乗船許可をめぐる問題や、

インテリジェンス協力の実現可能性への疑問などを抱える国も多く32、法的基盤の強化、

実効性の担保の両面から、PSI に参加することに逡巡する国もある。 

 こうした協調体制の構築に潜在的に困難が存在する場合には、たとえば安保理による特

別な権限付与に基づく（すなわち安保理決議）強化も想定されうる。たとえば、安保理決

議 1874 を実施するための PSI の活用などはそうした事例となるであろう。また、安保理決

議 1540 は PSI 実施の根拠となりえる。しかし、特別な事案に関する場合を除き，公海の自

由の制限並びに旗国主義の無効化につながるような一般的抽象的規定を設ける権限は安全
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保障理事会にはないとの見方も有力である。 

 であれば、PSI 参加国は、このような法的基盤強化を視野に入れながらも、当面は現行

法の枠内での実効性を高めるという、エンフォースメントを重視した緩やかなガバナンス

の体系の中で不拡散の実効性を高めていく必要がある。そのためには、インテリジェンス

協力も含め、阻止活動に求められる能力の構築を協調して行い、また輸出管理や積み替え

貨物の管理のような国内法規制および執行の強化など PSI に連なる関連の活動を強化し、

また相互のキャパシティ・ビルディングのための参加国間の協力を強化していくことが重

要である。また、こうした法規制を一種バイパスするような政治的柔軟性の必要性を認識

する一方で、中国やブラジルのような有力国がこの枠組みに参加しないこと（普遍性の欠

如）が、PSI を不完全なものとしている。この政治的柔軟性・実効性と普遍性の間のトレー

ドオフをどのように克服するのかが今後残された課題である。 
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